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JICA 教師研修 学習指導案・授業実践報告書 

【実践者】 

【実践概要】 

1. 実践する教科・領域： 国語・総合 

 

2. 単元(活動)名：多文化共生～世界に生きる私～ 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：「構成を工夫することによって、様々なアイデンティティをもつ人々の視点への気
        付きや共感に対する（読者との）コミュニケーションを深めることができる。」 

 

単元目標 

スキルベース：①意味段落の役割を理解し、自分の意図に応じて段落を付けられるようにする 

       （読者に自分の主張が効果的に伝わること） 

       ② 主張に対する根拠を明確にして述べる 

       ③ 序論・本論・結論に正しく分けられるようにする 

 概念ベース：① 「自分自身」という存在に対する理解を深める 

       ② 多様な文化で生きるために必要なことを考え、自分なりに結論付ける 

 

関連する学習指導要領上の目標：筋道立てて説明する力を養い、自分の思いや考えを確かなものに 

               することができるようにする。 

4. 単元の評価

規準 

①知識及び技能 

（１）ウ：語句の量を増やすとともに、語感を磨き語彙を豊    

    かにすること 

 

②思考力、判断力、

表現力等 

・意味・形式段落の役割を理解し、文脈と意図に適した形で  

 使用している 

・自分の意見や考えを読者に伝えるために、第三者の視点 

 を踏まえて根拠を適切に記述している 

・文章を序論・本論・結論の三つに、適切に分けられている 

 

③学びに向かう力、
人間性等 

・（国籍に縛られず）異なる考えを持つ人たちを様々な視点
を持って見ようとしている 

 

5. 単元設定の
理由・単元の
意義 

 

（児童 /生徒
観、教材観、

【単元設定の理由】 

・SDGｓを学ぶための一歩目として、本単元を作成した。 

【単元の意義】 

・SDGｓやその他社会課題について知り、行動するための土台となる「自分自身」
に対する理解を、書くことを通じて深めていく。 

氏名 松村 駿 学校名 群馬県 私立         

ぐんま国際アカデミー 中等部 

担当教科等 国語 対象学年（人数）  ７年 A組 （２３名） 

実践年月日もしくは期間（時数）  2022年 9月  ～  11月（ 15時間） 
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指導観） 
【児童／生徒観】 

当校ではイマ―ジョン教育を導入しており、全教員の約半数が外国人ということ
もあり、海外の文化を身近に感じながら日々を過ごしている。学年の中には、外
国籍を持った生徒や、海外での生活年数が豊富な生徒が何名かいる。 

【指導観】 

本単元は、スキルベース、概念ベースと二つの目標を基に進めていく。 

スキルベースでは、書き言葉で構成を意識して書くこと、概念ベースでは、多様
な視点から「自分自身」について考えを深めることが目標になっている。 

6. 単元計画（全  時間）  

 

 小単元名 学習のねらい 学習活動 
資料など 

 

 

1~2 

 

基礎理解 

 

単元、教材などの基

礎理解 

導入：発問①「自分と異なる背景を

持つ人たちにかかわった時、その人

たちに対して嫌な気持ちを抱いたこ

とはありますか？ また、それに対

しどのように対処しましたか？」 

・教材の「はじめに」と、ｐ１２～

２４を読む 

→（基礎理解のため）ワークシート

穴埋め 

 

ワークショップ資料 

 

『ふるさとって呼ん

でもいいですか？     

～6 歳で「移民」に

なった私の物語～』 

 

→この本（随筆）を

テキストとして

使い、単元を進め

ていった 

 

 

3~4 

 

 

 

文化とは① 

 

 

 

アイデンティティや

文化について考える 

 

ｐ８６～９１を読んだ後、ｐ１１１

～１１３を読み、「文化」とは、また、

人が持つ「違い」について考える 

 

→Google slide, Pear deck を使い、

皆の考えを共有する 

 

 

 

5~7 

 

 

文化とは② 

 

 

アイデンティティや

国籍、文化について

考えたことを論述す

る 

 

ｐ１６６～１７０，ｐ１７６～１８

０を読み、国籍とは何か、またそれ

があることによる利点、欠点を考え

る 

→共有し、違いと向き合いながら考

えを深める 

 

課題①  

文化とはどのようなものか。自分の考

えを述べましょう。 

・意味段落の分け方 

・序論・本論・結論の分け方 
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8~9 
 

偏見とは① 

 

 本時 

 

偏見について考える 

 

ｐ１２７～１２９を読む 

発問：自分が持っている「大多数の  

   何か」に対する偏見を挙げて 

   みましょう（人に限らずモノ、     

   動物、国でも ok） 

→共有し、人が偏見を持つ際の共通 

 点は何か考える。 

 

 

 

10~12 

 

偏見とは② 
 

偏見について考えた

ことを、構成を意識

して論述する 

ｐ１７２～１７６を読む 

発問：人は自分にとってどのような

人、モノ、コトに対し偏見を持つの

だろうか 

→共有し、違いと向き合いながら考

えを深める 

 

課題②  

人はなぜ（どのようにして）偏見や差

別意識を持つのだろうか。自分の考

えを述べましょう。 

・意味段落、形式段落の違い 

・主張を強調させるための根拠の述 

 べ方 

・主張に対する根拠の示し方 

 

 

13~15 

 

最終課題 
学んだこと、考えたこ

とを言語化し、構成を

意識して論述する 

・多文化社会において、様々な背景

を持つ人たちと生きていくうえで自分

自身が重要だと感じる考え方につい

て述べましょう。 

 

 

7．本時の展開（８時間目） 

本時のねらい： 

・「偏見」の本来の語義と、私たちが日々使う文脈の中での「偏見」という言葉について見つめ直す。 

・また、生徒内で偏見を持った経験、持たれた経験を共有し、「私たちはどのようなときに偏見を持って

しまうのか」について考える。 

 

過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 
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導入 

（10分） 

 

展開 

(30 分) 

 

 

 

 

 

まとめ 

（10分） 

・偏見に対するイメージを自由に書く 

・偏見、ステレオタイプ、差別の違いを確認 

 

・体験談を共有する 

①自分が持っていた偏見 

②「実際は～～だった」ということを○○を通 

  じて知った 

③何があったか、詳しい説明 

 

 

・「私たちはなぜ偏見や差別意識を持ってしま

うのか」について考えたことを共有し、自分な

りの考えを持つ 

・例を自分から２つ

ほど共有する 

 

・①②③と一つず

つ、出てきた回答の

幾つかに対してコメ

ントし、他者の視点、

経験を得られる機会

にする 

 

・６人グループに分

け、最初の数分は各

自で考え、それらを

共有し、更に考えを

深める 

オンライン掲示板

【Pear Deck】をグー

グルスライド内に用

意しておき、生徒たち

はそこへ打ち込む。 

 

本活動内の書く作業

は、手書きではなく、

スライド【PearDeck】

へ打ち込む。 

 

 

8．評価規準に基づく本時の評価方法 

・本時では、評価対象となる活動はない。 

9. 学習方法及び外部との連携 

他者との共有、大泉町の紹介 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

次年度以降もアイデンティティについて国語科で扱う予定。 

【自己評価】 

11. 苦労した点 ・中学一年生に「アイデンティティ」や「文化」について自発的に考えるための問いを用意す 

 ること 

・途中途中で、どこか「教員側が答えてほしい回答」を求めてしまうことがあった。その際は 

 単元の目的や評価規準をそれぞれ何度も読み返した。 

・パソコンとプリントの両立。特にパソコンに打ち込む際は、その文言をプリントに書くべき 

 かどちらでも構わないか、それぞれ明確にできていない場面が幾つかあった。 

12. 改善点 ・問いに対して生徒各自考え、その考えが発展した後、ディスカッションをする場をもう少し多 

 めに設けるべきであった。 

・問いを出してから、生徒たちがなるべくつまづかないよう試行錯誤して問いを作成していた 

 が、敢えてつまづかせる問いを用意してもよかったのではないかと強く感じている。 

13. 成果が出た点 ・単元、各課題内でのゴールを明確にしたことで、振り返りをした際、新たなスキ 

 ル、視点や考え方を得られたと実感している生徒が多数いた 

・生徒たちの考えを匿名で全員が見られるようにしたところ、頭を抱え、真剣に問 

 いに対し考える姿勢を見せる生徒が心なしか普段より多く見受けられた。 
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14. 学 び の 軌 跡

（児童生徒の反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

課題①：文化とはどのようなものか 
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最終課題：多文化社会において様々な人たちと生きていくうえで自分自身が

重要だと感じる考え方について述べましょう。 
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15. 授業者による

自由記述 

今回の研修に参加させて頂き、自分自身何度も何度も向き合う場面が多くあった。参加前の自分

を振り返ってみると、「SDGｓ」や「多文化共生」など、聞いたことはあったが、実際そこにど

のような人がどのような想いをもって関わっているのか、想像することすら難しく感じていた。 

しかし、今回の研修で実際に現場へと足を運び、そこで生きている人の生の声、叫びを聴くと、

言葉にならない感情に押しつぶされそうになると同時に、「これが知るということだ」と大事な

ことを再確認できた素晴らしい機会となった。 

やはりＳＤＧｓなど、社会問題について授業内で取り扱ううえで重要となってくるポイントは

「いかに自分事として捉えるか」であると考えている。 

そのように「自分事化」を生徒の中に現象化させるには、自分がその姿勢を見せ続けることと、

そういったことを考える機会を日常から多く設けることが大事なのではないだろうか。 

前述したとおり、本単元で多文化共生について考える機会が終わったのではなく、本単元をファ

ーストステップとして、次年度以降も積極的に取り組んでいきたい。 

使用した教科書・単元名： 

参考資料： 

①著者、ナディ 解説、山口元一  

 ふるさとって呼んでもいいですか～６歳で「移民」になった私の物語～  大月書店 

②著者、佐藤真久 広石拓司 

 SDGｓ人材からソーシャル・プロジェクトの担い手へ         みくに出版 

      

 

※ 過去の本研修参加教員による実践事例と使用教材、ワークシートなどを 

JICA ホームページに掲載しています。 是非ご覧ください！ 

https://www.jica.go.jp/tokyo/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html 


